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建物の建設に際して発生するCO2
（建材資材の調達から、輸送、施工・建設、

修繕、廃棄・リサイクルまで）
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カーボンの削減
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カーボンの削減

建物の運用に際して発生するCO2
（冷暖房などのエネルギー消費や水利用）

❶

❷

誰もが気軽に訪れるこ
とができるインクルー
シブな施設を考えます。

 防災庁舎のあり方を追
求・実践。ﾌｪー ｽ゙ ﾌﾘー 庁舎
あるべき姿を先導

ZEB の戦略的な環境手法
の追求やｶー ﾎ゙ ﾝﾆｭー ﾄﾗﾙに向
けた環境性能を提案

地元の意見や想いを紡
ぎ、まちに貢献できる建
築のあり方を提案

熊本のまちにとって大切
な景観、広場や街路環境
のあり方を提案

ｺﾐｭﾆﾃｨﾃ゙ ｻ゙ ｲﾝの観点から、
福祉の課題を乗り越えた
施設のあり方を提案

地域のｺﾐｭﾆﾃｨと付き合
い、そこにある課題を乗
り越える検討・提案

まちの歴史や文化知り、地
域資源を発掘することで市
民プライドを醸成します。

まちのにぎわいに貢献
する庁舎を低層部利活
用と連携して考えます。

水の都・環境文化都市熊
本らしい環境ﾓﾃ゙ ﾙ庁舎を
考えます。

地域の防災を考え、自助・
共助・公助の実現へ向け
た防災庁舎を考えます。

DX 化に向けて市民
の利便性とﾜー ｸﾌ゚ ﾚｲｽ
を職員と考えます。

ﾆｭー ﾉー ﾏﾙ時代の ABW を取
り入れたﾜー ｸﾌ゚ ﾚｲｽとなる
執務環境を提案

※6 エスノグラフィーや民
俗学的なフィールドワーク
で、プレデザイン（事業や
計画のフレーム、コンセプ
ト設計）から自治体のビ
ジョン策定・コンセプト設
計、広報・コミュニケーショ
ン支援、公共施設のロゴ
デザイン、サイン計画など

※2 熊本が拠点のランドス
ケープデザイナー。市のま
ちづくりコンサルタント業
務、景観に関する研究など
も行う。S 川河川激特事業

（土木学会デザイン賞最優
秀賞）、M 震災記念公園（土
木学会デザイン賞奨励賞）
などを受賞

※4 熊本を拠点とするア
トリエ建築家。地元の
公共施設から商業施設
まで幅広く展開し、大
学の非常勤講師も務め
る。K ビル（アートポリ
ス推進賞）、J の家（建
築学会作品選集新人賞、
建築九州賞）

※1 まちづくりを 次世代
をつなぐ実践と定義し、
コミュニティデザイン /
コミュニケーションデザ
インの観点から、福祉の
課題を乗り越えていくた
めの実践・研究に従事。
K 大学教員、芸術工学修
士、社会福祉士

※3 市内における交通解
析業務及び賑わい創出、
回 遊 性 向 上 の た め の
ウォーカブル社会実験の
実績、市民ワークショッ
プや市の PLATEAU デー
タと交通シミュレーショ
ン結果を統合、駅周辺の
3 次元都市モデルを構築

※5 熊本を拠点とする創
立４０年の地元組織事務
所。永久性のある合理的
な建築を理念とし、公共
建築を中心に、教育施設
や文化施設、医療・福祉
施設などを数多く設計。
K 県自治会館、Y 市ホー
ル（アートポリス推進賞）

地元設計事務所※5

ZEBストラテジスト

アクセシビリティアドバイザー※6

コミュニティアドバイザー※1

防災ストラテジスト

地元土木ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ※3

意匠（建築）主任技術者

管理技術者

地元アトリエ建築家※4地元ランドスケープデザイナー※2

機械主任技術者
電気主任技術者
コスト主任技術者

構造主任技術者

ワークプレイスデザイナー

庁舎の設計業務経験や
技術的ﾉｳﾊｳを最大限に
活用し、設計ﾁー ﾑを先導

の誕生

の誕生

の誕生の誕生

の誕生

熊本の公共建築の豊富
な実績を活かし、確実
な設計業務を推進

市の道路交通事情に精
通し、調査業務やﾓﾋ゙ ﾘﾃｨ
事業化に向け提言

【設計チーム】

環境WG

防災WG

賑わいWG

賑わい市民マイスター

防災市民マイスター

環境市民マイスター インクルーシブマイスター

学び市民マイスター

学びWG

インクルーシブWG

の誕生
ワークプレイスマイスター

ワークプレイスWG
×

設計コアチーム
組織 地元

ワークプレイス/インクルーシブ庁舎設計のプロフェッショナル

まちづくりマエストロ

建築づくりマエストロ 施設づくりマエストロ

建物の更なる
安全確保
建物が壊れない

ハード面

被害を受けない

建物内部の
安全性確保
内装材が壊れない
落下しない

ライフラインの
自主確保

インフラ途絶時も

ソフト面

自活可能な環境

災害活動拠点へ
の機能転換
速やかに災害活動
拠点に機能転換

❶ ❷ ❸ ❹

花畑広場の賑わいの連鎖による
活動の相乗効果をつくる

ひろばを抱えた庁舎

人の流れをつくり、
まちの裏をつくらない
まちに語りかける

庁舎

城の見える風景を守る

スカイラインを
抑えた庁舎

まちのみらいの
価値を見出す場

フューチャーセンター
となる庁舎

まちの環境をデザインする

まちの景観形成に
寄与する庁舎

小さな活動の活力を
浮かび上がらせる

市民活動の拠点となる
市民が主役の庁舎

❶

❹ ❺

❸

❻

❷
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本プロジェクトには、様々な人たち
が参加・協力する共創社会にふさわ
しい、新しい設計体制や設計手法が
必要と考えています。
それはひとりの建築家の個性や大手
組織事務所の技術的な知見によるも
のでもありません。

「まちと共にある」庁舎を実現するた
めに、まちへの想いや心象風景、地
域の感性をカタチにする、「共創」の
フォーメーションと設計プロセスを提
案します。

 未来の価値を生み出す“みらいのひろば”となる新庁舎

未来の価値を生み出す場づくりとなる「まちと共にある」庁舎

熊本市の未来へつなぐ、市民が主役となりまちの
賑わいの風景に参加する「まちと共にある」庁舎

まちと共にある庁舎のために必要なコンセプト

まちの賑わい拠点である花畑広場とつながって、市民が日
常的に集まる姿がまちの魅力的な風景として浮かびあがる
姿を目指します。そして水と緑のまち熊本に対する市民の心
象的な景観を大切にしながら、人の流れや街路の景観形成
に寄与すると共に、まちの賑わいの風景として参加できる「ま
ちと共にある」庁舎のあり方を提案します。

建物のハード面では熊本地域の特性を踏まえた安全性
を確保し、ソフト面ではインフラ確保のもと、災害活
動拠点へと速やかに機能転換や機能拡張が対応可能
な計画とします。

「いつも」と「もしも」に活躍する
フェーズフリーな庁舎

災害活動拠点庁舎に必要な４つの BCP 要素 協働交流型のワークプレイス実現のために

地震や水害に対する確実な安全性確保のもと、災害時の機
能維持と共に、災害時を想定した機能転換や機能拡張が
可能な計画とすることが大変重要なポイントです。
この花畑広場にひらかれた市民の日常の居場所となるこの
市役所は、災害後は一時的な災害対応に留まらず、長期に
わたる復旧活動を継続する必要があります。

変化・更新を続けられる持続可能な、すべての場所がフラッ
トなワークプレイスとなる庁舎を提案します。
DX化を見据えた業務のスマート化に対応できる柔軟性・拡張性・
冗長性を兼ね備えると共に、職員や市民との協働・交流を育む
協働交流型のワークプレイスです。

時代の変化と共に歩めるフラットな
ワークプレイスとなる庁舎

要綱の執務機能の役割を分析し、ワーププレイスへと分類し
再編します。多様な働き方や将来の変容に答えると共に、協働・
交流と知的生産性を高めたワークプレイスを実現します。

これからの時代を牽引する環境共生型の庁舎
実現に向けたコストマネジメント手法

いま私たちに求められているのは、建築ハード面の削減ではなく
「建築手法の適正化」と考えています。

コスト抑制の概念を見直し、カーボンニュートラルの視点からコ
ストマネジメントを行います。建築の経済合理性や機能性のもと、
くまもとの自然や建築空間を活かし「建築と技術が融合」した、
ライフサイクルコストを最小化する環境共生型庁舎を実現します。

これからの庁舎は、未来の価値を生み出す場としての役割の視点で捉え直すことが重要であると考えています。
“くまもと “というまちの未来を考え、みなさまと対話することで、その価値を発見し、そして、それを共有できる環境の整備こそが、
私たちが目指す「まちと共にある」あたらしい庁舎の姿です。

カーボンニュートラルな視点からのコストマネジメント

⑤従来の枠組みでは難しい
現代の様々な課題を解決する場

①市職員や議員が対話や交流
を通じて今まで気づかれなかっ
た「まちの価値」を見出し「地
域の宝」を発見する場

④普段の組織内では構築されない関係性を
形成し市民や行政との交流が期待できる環境

③市民の防災の意識を高
め、自助、公助、共助の
基礎をつくりだす場

②人と人、人と地域の確か
な関係をつくりだす拠点

⑥偶発的な対話や、様々な活動と
仕事のスタイルの変化を生み出す場

⑦他部署の職員や市民と交流し
地域に密着した横断的な対話が行われる場

市民と職員

偶発的な出会い・発見が
生まれる

みらいの
ひろば まちの魅力を

再発見する
未来へ向けて
改善提案を
考える 交流交流

交流

ウォーカブルな
まちなか促進

シン
ボル
プロ
ムナ
ード

市役所

区役所

新町・古町
エリア

市街地

熊本城域

人々の流れを生む

坪井川
花畑広場

サクラマチ
クマモト

市民会館

市内各地

まちにおける役割
・熊本城エリアに来る観光客など、市街地へ
と促すためのハブ・情報拠点機能
・サクラマチのイベントや市街地に来る人を
坪井川や熊本城域の方につなげること
・角地に立つランドマークとしての役割
・まちの情報拠点の場として機能

・DX 時代を迎え、市役所の役割が行政サービスから相談・
協働へとそのカタチは大きく変わろうとしています。市民一
人ひとりが、まちに関心を寄せ、まちづくりという行政の大
きな課題に大きく関わりを持てるような、受け皿となること
が「まちと共にある庁舎」に求められていると考えています。

・新庁舎はそんな市民の集まる「みらいのひろば」となる
庁舎とし、「みらいのひろば」は、まちの未来を生み出
す市民活動の場と位置付けます。みんなの想いがまちの
種となり、いずれ芽を出し、収穫するという、市民にとっ
ての「まちづくりの畑」のような場と考えました。

・ 「出会いと発見」⇔「魅力の再発見」⇔「改善と提案」
という好循環が生まれる場こそが、真に求められている
あたらしい庁舎だと考え、ここに提案します。

 未来の価値を生み出す場をつくる、
「共創」のフォーメーションと

設計プロセス

その他諸室

設備共用部

＜執務機能＞ ＜ワークプレイスとして再編＞

執務室  7.7㎡ /人

コモンスペース  2.2㎡ /人

バックスペース
サポート
エリア

市民との
共創

サーバー室

印刷室 更衣室

階段 /EV WC職員間
の協働

会議
エリア

マグネット
エリア

ワークスペース  6.2㎡ /人
デスク
エリア

提案

青い空、白い雲熊本城の天守閣と石垣

クマモトノココロ
熊 本 の ま ち の 心 象 風 景

坪井川の桜坪井川の桜

花畑広場のにぎわい

中央区役所 市役所

阿蘇の山々のみどり

電車通りの日常

金峰山



テーマ

WS １回目（ WS1 ） ２回目（ WS2 ）
・現庁舎の課題整理
・新庁舎での解決策に関する検討

・WS1の意見に対する考え方の整理
・WS1で関心が高いと思われる項目(市民
スペース･窓口･利便施設等)に関する検討

・WS1を踏まえたダイアグラム２の提示､事例紹介
・テーマ別にグループ分けしてブレスト

・現庁舎見学会､ダイアグラム１の提示
・現庁舎の課題と解決策のブレストワーク

市民に開かれた合意形成プロセス
❶ ｢理解度を深める」市民ワークショップ (WS) の開催：WS は
現庁舎が抱える課題への理解を深めてもらうことから始め、新
庁舎の在り方に対する共通認識の形成をゴールとします。

❷ ｢市民参加の幅」を広げる：基本計画では、WSに参加でき
なかった方を対象にWSを補完する意見交換会を行います。様々
な観点のニーズを拾い上げるために、WSと異なる属性別のグ
ループ（障がい者、子育て世代、災害ボランティア、地域団体等）
を対象とし、各コンセプトについて意見交換を行います。

表 2_ 基本計画における WS の内容（案）

｢ くまもと 2050 のマチづくり ｣（賑わい ･ 防災 ･ エコロジー）の起爆剤となり、｢ ユニバーサルな市民サービス ｣ を実現する新庁舎新庁舎の
在 り 方

マスターコンセプト（基本的戦略）: ｢ 城下町都市 ･ 山水都市 くまもと ｣ の基盤を生かして ｢ ヒトが繋がり ､ マチが繋がる ｣ 起爆剤となる新庁舎
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市民
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公園
花畑
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辛島
公園
辛島
公園

国際交流
会館

国際交流
会館

加藤清正公像加藤清正公像

市民広場市民広場︓花畑広場の機能を拡張する
  屋根付き広場
︓花畑広場の機能を拡張する
  屋根付き広場

: 城見町通り
と坪井川･長
塀通りを繋
ぐ街角広場

: 城見町通り
と坪井川･長
塀通りを繋
ぐ街角広場

オープンスペースの
数珠繋ぎ
オープンスペースの
数珠繋ぎ

NHKNHK

花畑町
電停

花畑町
電停

熊本城熊本城
区役所区役所

本庁舎本庁舎

バスターミナルや
商業施設との回遊性
バスターミナルや
商業施設との回遊性

熊本城ホール熊本城ホール
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井
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通
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区民広場区民広場辛島町
電停

辛島町
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花畑広場花畑広場 拡張拡張
拡張拡張

歩道の拡幅歩道の拡幅

サクラマチ
クマモト

サクラマチ
クマモト

長
塀

長
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図 9_ 区民広場のイメージ

城見町通りから長塀通りに抜けるルート
に沿った広場。広場は上階のテラスへ
と連続。通りと広場に対してセットバッ
クして、眺望と空の広がりを確保

区民広場
約 360 ㎡
 (9m × 40m)

市民広場 約 1,000 ㎡ （25m × 40m）
半年も続く夏の日射をしのぐ屋根付き広場

花畑広場を拡張し、市民会館へと繋が
り、熊本城からの人の流れを緩やか
に受け止める広場。広場から連続する
様に市民スペースを設置

本庁舎の余白空間：
「市民広場」と市民スペース

区役所の余白空間：
「区民広場」とテラス

図 7_ 回遊性を生み出すオープンスペースの連鎖

図 8_ 市民広場のイメージ

テラス

セットバックによる
眺望と空の広がり

ステップ
ガーデン

壁面後退
10m

マチとの繋がりを生む交流の拠点
❶オープンスペースの連鎖を生む2つの広場：本庁舎の敷地は
熊本城から花畑広場へ、区役所の敷地は城見町通り・電車通り
から長塀通りへと、オープンスペースの繋がりを生み出す力を
秘めています。その力を引き出すため、両者共に角地に広場を
つくり、行政・市民・マチの交流の起点とし、その連鎖を引き
出します。
❷市民に求められる「マチの機能 ｣を充足する：中心市街地の
マチの機能を分析し、庁舎に付帯する機能や市民スペース、広
場の在り方を検討します。市民が潜在的に必要としている場所、
マチの魅力向上・共創のために必要な機能を対話のうえ定め
ます。
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余白（既存）余白（既存）
余白（将来）余白（将来）

1. 城下町の基盤

・光と風を取り込む
・活動のたまり

・南西から北東方向
への風の抜け道

・涼気の留まり
・環境の繋がり

・山水都市の繋がり
  （賑わいとエコロジー）

2. 余白の挿入 3. 水・緑 4. 繋がる

南西 北東
「広場｣等「広場｣等

水･緑西

東風の流れ

風の通り道 クールスポット

水 ･ 緑の連続

区役所
現庁舎跡地

熊本城

白川

下通 新市街

上通 城見町通り

銀座通り

花畑広場アーバンループ

トオリトオリトオリ

余白

｢ 余白 ｣ ︓アーバンループとトオリの交差点等に配置
・アーケード街やマチなかに光と風をもたらす空地（クールスポット）
・マチ歩きしやすい環境整備：町割りに合わせた約100m間隔の休憩スポット

「余白」となる個々の空地については必ずしも全てに永続性を求めるものではなく、土地の所有権を移転せずに、市や事業者が期間限定(5年程度の短い期間)で借り上げ、利活
用を図る等の手法も考えられます。その様な事例を社会実験的に多く展開することで「余白」の活用リテラシーが高まると考えられます。（神戸市等で事例あり）

金峰山系

区役所
本庁舎

熊本城

現庁舎跡地

新たな都市基盤 ｢ 余白 ･ アーバンループ ･ トオリ ｣ と新庁舎
様々な繋がりを生むヒトの出会いや活動、更には防災やエコロ
ジーのためには機能を限定しない ｢余白｣ となる空間が重要と考
えます。その様な新庁舎やマチの ｢余白｣ が連鎖することで新た
にマチが繋がり、ヒトが繋がり、自助・共助・公助の基盤が形成
されると考えます。私たちは、この「余白」を繋ぎ合わせ、現在
の賑わいの基盤「2核3モール｣をループ状に拡張する仕組み｢アー
バンループ×トオリ｣ 形成の起爆剤となる新庁舎を提案します。

コンセプト 1. ｢ 山水都市くまもと ｣ ならではの新庁舎 コンセプト 3. ユニバーサル市民サービスを提供する新庁舎コンセプト 2.｢ 防災マチづくり ｣ の拠点となる新庁舎
❶マチの回遊性向上の起点となる：立地のポテンシャルを活か
し、回遊性向上の起点となる新庁舎を目指します。そのために
人々の動きを受け止め、活動が交差する新庁舎とします。
❷歴史性と自然との関係を未来へ繋ぐ：藩政期から現代に至る
町割りや街並みと呼応し、「熊本スピリッツ（簡易・善良・素朴）」
（小泉八雲）を体現する庁舎づくりを目指します。また、山水
都市の特性を踏まえて都市生活と自然の関係を再考し、エコロ
ジカルなマチづくりをリードする新庁舎とします。

❶いつでもどこでも行政サービス：COVID-19は「庁舎に行けない
＝行政サービスを受けられない」ことを顕在化させました。新庁舎
では、諸手続きや相談のオンラインサービスに対応する施設計画と、
対面によるサービスのための空間づくり双方の充実を図ります。
❷公・民・学の共創によるユニバーサル市民サービス：新庁舎
を市民主体でマチづくりを行う共創の場と捉えます。公・民・
学の共創を喚起する「余白」となる空間を充実させ、従来の行
政サービスをこえた市民サービスを提供できる新庁舎とします。

❶災害の教訓を活かす・継承する：熊本の大規模災害のデータ
や教訓等を入念にリサーチし、実効性の高い計画を行います。
また、アーカイブ展示スペース等により熊本地震や白川水害を
伝える地域拠点とします。
❷日常の延長にある防災マチづくり：災害時に「アーバンルー
プ」と「トオリ」は避難路 ･緊急車両のアクセス路となり、「余白」
は一時避難受入れ等の共助の場へと役割を変えます。新庁舎は、
余白を内包する計画とする事で防災マチづくりの拠点とします。

❶ マチの課題と新庁舎：熊本市の都心部は中長期的課題として
①人口減少とそれに伴う活力低下や土地利用の空洞化、②都市
機能の更新等の課題を抱えており、更に③気候変動や④頻発す
る災害への対応も求められています。この様な課題解決を先導
する場として新庁舎を位置づけます。
❷マチの方向性と新庁舎：私たちは人口減時代の都市機能更新
に向けて、将来のマチを「規模から質」への転換を図る「くまも
と2050」として構想します。2050年の職・住・遊のデジタル化が
一層進んだ社会のマチづくりではリアルの価値が再評価されると考
えられ、その価値とはヒトとの出会いやヒトを惹きつける活動、社
会的弱者の活躍も含めて「知縁的活動」の舞台となるマチの空間
や自然との繋がりです。私たちは縮小の時代に賑わいを生み出す
価値の創造と防災性・エコロジーが高まるマチづくりを推進しなが
ら、マチを構成する建築のモデルとしての新庁舎を提案します。

基本的な考え方 ︓ マチづくりと新庁舎 ｢ 規模から質への転換 ｣

｢アーバン
　ループ｣

｢トオリ｣

｢余白｣

本庁舎､中央区役所､現庁舎敷地の3つの計画が日本郵政やホテルへ、
坪井川を挟んだJT･NHK跡地等へと波及し､3モール～花畑広場へとルー
プ状に繋がるウォーカブルな都市基盤の形成を提案します。

アーバンループを横断する既存の｢通り｣を活かして、選択的にマチ歩
きができる街区レベルの回遊ループの形成を提案します。

アーバンループとトオリに沿って、新たなマチづくりガイドライン(案)により公
開空地設置を誘導。今後増えると予想される空地は広場・緑地等に再編し、楽
しく時間を過ごすことができる滞在型のマチづくりを提案します。

❷

❸ 

❶ 

市民会館

花畑広場

図 1_ 点から線 ､ 線から面へと展開するマチづくり

図 3_ マチの ｢ 余白 ｣ を繋ぐ ｢ アーバンループ×トオリ ｣ ーその起点となる新庁舎

図 4_ 賑わい ･ 回遊性向上と自然 ･ 歴史が重層するマチづくり 図 6_ 庁舎の空間と行政サービスをこえる市民サービスの考え方

図 2_ 賑わいマチづくりと自然景観 ･ 歴史景観との呼応

表 1_ 余白 ･ アーバンループ ･ トオリ

平面アーバン
ループ

アーバン
ループ

上通　 
下通 等
上通　 
下通 等

電車通り
花畑広場 等
電車通り

花畑広場 等新庁舎 等新庁舎 等

余白余白

トオリで繋がる

トオリ
避難連携

断面
アーバン
ループ

アーバン
ループ

アーバン
ループ

アーバン
ループ余白余白

壁面後退 防災テラス 既存アーケード

・一時避難  ・倒壊物から逃れる
・延焼防止

・緊急車両､物資搬入 
・災害支援活動  ・避難安全性向上

新庁舎 等新庁舎 等

図 5_ 地域防災に資するアーバンループ ･ トオリ ･ 余白の考え方
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広　間広　間

市民交流テラス市民交流テラス

執務室執務室

市民交流スペース市民交流スペース

市民交流スペース市民交流スペース

窓口
打合せコーナー

窓口
打合せコーナー

会議室会議室
備蓄倉庫備蓄倉庫
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2Fロビー
庁舎
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共用会議室共用会議室

カフェ
民間事業者
カフェ

民間事業者

ひらやまテラスひらやまテラス

熊本城テラス熊本城テラス
イベントホールイベントホール

市民交流スペース市民交流スペース

庁舎
総合案内
庁舎

総合案内

駐車場駐車場

縁（よすが）縁（よすが）

縁（よすが）縁（よすが）

築山
スロープ
築山
スロープ

シンボルプロムナードシンボルプロムナード花畑公園花畑公園

図2-1：地域全体でのエリア防災機能転換イメージ

花畑広場・シンボルプロムナード花畑広場・シンボルプロムナード

もしも　避難場所
　　　　災害ボランティアセンター等
もしも　避難場所
　　　　災害ボランティアセンター等

いつも　屋外イベントの開催いつも　屋外イベントの開催
本庁舎本庁舎

中央区役所中央区役所

サクラマチクマモトサクラマチクマモト
いつも　買い物・食事いつも　買い物・食事
もしも　帰宅困難者の受入れスペースもしも　帰宅困難者の受入れスペース

熊本城ホール熊本城ホール

県道28号（熊本高森線）県道28号（熊本高森線）

もしも　災害対策本部補完する情報集積・発信
　　　　トリアージステーション等
もしも　災害対策本部補完する情報集積・発信
　　　　トリアージステーション等

いつも　屋内イベントの開催いつも　屋内イベントの開催

もしも　緊急車両もしも　緊急車両
いつも　自家用車・公共交通いつも　自家用車・公共交通

サクラマチクマモトと2階バルコニーの接続サクラマチクマモトと2階バルコニーの接続

もしも　災害応急対応の連携・浸水災害時の動線　もしも　災害応急対応の連携・浸水災害時の動線　
いつも　回遊性・アクセス性の向上いつも　回遊性・アクセス性の向上

市民交流スペース市民交流スペース

もしも　帰宅困難者の受入れスペースもしも　帰宅困難者の受入れスペース
いつも　市民ホール・店舗いつも　市民ホール・店舗

もしも
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もしも　災害対策本部機能もしも　災害対策本部機能
いつも　行政業務機能いつも　行政業務機能

ピロティ空間ピロティ空間

もしも　救援物資の受入れ・配給を行う『防災広場』もしも　救援物資の受入れ・配給を行う『防災広場』
いつも　市民交流を育む『広間』いつも　市民交流を育む『広間』

もしも　発災 6時間後の退避・物資の配給・情報発信もしも　発災 6時間後の退避・物資の配給・情報発信
いつも　イベントの一体的利用等いつも　イベントの一体的利用等

いつも　来庁・通勤いつも　来庁・通勤
もしも　救援物資配給・受入れもしも　救援物資配給・受入れ

もしも　災害対策本部機能の連携もしも　災害対策本部機能の連携
いつも　イベント等の連携いつも　イベント等の連携

いつもいつも

もしももしも

災害対策本部災害対策本部

救援物資格納救援物資格納

職員仮眠スペース職員仮眠スペース

機能 転換機能 転換

災害活動拠点災害活動拠点 災害支援エリア災害支援エリア

救援物資受入・配給　災害情報発信救援物資受入・配給　災害情報発信

帰宅困難者受入れ帰宅困難者受入れ

市民交流スペース市民交流スペース

市民交流スペース市民交流スペース

避難場所
ボランティア活動
避難場所

ボランティア活動

議場議場

議場議場

執務室執務室

執務室執務室

エントランスホールエントランスホール

共用会議室共用会議室
シンボル

プロムナード
シンボル

プロムナード

花畑広場・シンボルプロムナード花畑広場・シンボルプロムナード

もしも　避難場所
　　　　災害ボランティアセンター等
もしも　避難場所
　　　　災害ボランティアセンター等

いつも　屋外イベントの開催いつも　屋外イベントの開催
本庁舎本庁舎

中央区役所中央区役所

サクラマチクマモトサクラマチクマモト
いつも　買い物・食事いつも　買い物・食事
もしも　帰宅困難者の受入れスペースもしも　帰宅困難者の受入れスペース

熊本城ホール熊本城ホール

県道28号（熊本高森線）県道28号（熊本高森線）

もしも　災害対策本部補完する情報集積・発信
　　　　トリアージステーション等
もしも　災害対策本部補完する情報集積・発信
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【テーマ３】  市民が利用しやすく、質の高い行政サービスが提供できる庁舎

図3-１：本庁舎・中央区役所　ゾーニングイメージ

『一町一間』は市民の利便性と高品質な行政サービスをも生み出す空間 『一町一間』がまちの賑わいを創出し、まちづくりの核となる
エリア全体のコンセプト「熊本城と庭続き『まちの大広間』」の考え方を踏襲し、庁舎の低層部に様々
な活動に対応できる柔軟性・可変性のある『むすびの間』を計画することで、エリアとの連携を強化し、
まちの賑わいと回遊性の創出に寄与するまちづくりの核をつくります。

【テーマ４】  まちの賑わいに貢献し、まちづくりの核となる庁舎

【テーマ５】  新庁舎整備に向けたコストマネジメントの考え方

将来を見越した確実なコストマネジメントで付加価値のある庁舎づくりを実践
昨今の物価上昇の中で、安全性や市民要望を最大化して、付加価値を生み出すため、コストプランナーと設計者が常に連携し、
コストと設計内容を把握します。投資価値の高い部分を明確化し、費用対効果が高いコストマネジメントをチーム一丸で行います。

方針①：市場動向と特殊要因から必要コストを把握。
方針②：極力建物を低層かつコンパクトに計画し建物全体の床面積を縮小。
方針③：経済性に優れた合理的な構造計画によって、標準的な庁舎で
           建築工事費の約40～50%を占める土工事と躯体工事費を縮減。

● 昨今の著しい物価高騰へのイニシャルコスト縮減対策、ランニングコスト縮減対策として6つの方針を提案します。
方針④：職人不足が深刻化する情勢の中、施工効率・工期短縮を図る施工性の高い工法を採用。
方針⑤：100年先を見据えた長寿命庁舎としてLCC（ライフサイクルコスト）に対する
           各工法の比較検討により最適な工法を選定。
方針⑥：管理運営を見据え、ランニングコストを縮減。

【テーマ２】  あらゆる災害に対応できる庁舎
「一町一寺」の思想を継承した防災拠点の「本丸」を構築
「いつも」の場所が「もしも」の場所に。庁舎の低層部に集約された避難エリアとなる空間は、災害時
に刻一刻と変わる状況に合わせて機能転換します。さらに、サクラマチクマモトや花畑広場と連携し、
防災機能を保管することで、エリア防災機能を高め、あらゆる災害に対応します。

図4-3：様々な市民の居場所をつくる『むすびの間』イメージ図2-２：フェーズフリー庁舎の機能転換イメージ
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市民が交流・憩う場は気軽に立ち寄れる低層部に集約し、周囲からの自由なアクセスを可能とする
ことで誰もが利用しやすい環境を提供します。職員が働く場は中・高層部の階層ゾーニングにより
多様な働き方を実現します。

今年の清正公
まつりも楽しみ！

市役所と花畑広場で
イベントやっとるよ！

バスが来るまで
市役所で待とうかね！

綺麗な庭園と
お城が見えるとよ！

市役所まで
歩こうか！

お城が
綺麗かね！

お城から
市役所の屋上庭園
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下通も
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上の裏はおしゃれな
お店が並んどる

区役所は
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イベントやっとる！

バスで
熊本城へ！

市民ロビー
が綺麗か！

今日は何を
やっとるんだろう？

水景が
気持ち良か～

今日は
よか天気！

新しかランドマーク
ができたね！

図１-１：『一町一間』がまちの核となり、周辺と一体の賑わいが生まれる熊本市の未来

（１）熊本市が目指すべき新庁舎の在り方に関する“コンセプト”とその考え方

目指すべき新庁舎の在り方とコンセプト 目指すべき新庁舎の在り方に関する考え方『一町一間』が創り出す  熊本市の強く、安全で、豊かなくらしと未来
～「加藤清正のまちづくり」と「まちの大広間の拡張」と「未来」と～
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熊本を守った加藤清正公のまちづくり
清正公が布陣した江戸時代の熊本の防衛システム『一町
一寺』は、敵人から攻めの備え場として町割りの中央部分に
寺院を設け、平時では町民の憩いの場、有事の際は兵営地
として活用し高い防衛機能を確保し、人 の々暮らしを守った。
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掛け合わせ掛け合わせ掛け合わせ掛け合わせ

防災拠点の「本丸」を構築01
いつもの居場所がもしもの居場所に。ノンダウン防災
庁舎として、あらゆる災害に対応する庁舎を実現

市民の利便性・高品質な行政サービスを生み出す

自由なアクセス、多様な働き方を創出する空間が可変
性を持ってつながり、多様なニーズに対応

賑わいをつなぐまちづくりの拠点

新庁舎は熊本のシンボル『まちの大広間』を拡張する
一体の空間としてデザインし、まちの賑わいを創出

　熊本市の要としての「一町一間」となる新庁舎は、まちと
つながり、人と人がつながる空間を核にして、市民の日常
的な居場所となり、災害時の拠点となる庁舎を実現する。
　完成後の未来に向けて、まちの成長やニーズの変化にも
柔軟に対応できる庁舎として「市民の暮らしを守りぬく庁
舎」を、市民・職員など様 な々人 と々、構想から建設まで、
時間をかけて、ともに考え、ともに創る。

02

03

機能転換機能転換

6



・オープンで柔軟なワークスペース…フレ
キシブルなオープンスペースに「活動と情
報の拠点」が点在する、柔軟な ABW　を
実現できるワークスペースとします。
・ウェルネスオフィスの実現…「人・情報・
環境」が連携するワークスペースにより、
コミュニケーションを促し、知的生産性
を高めます。

坪井川縁地

熊本城エリア

古町エリア

新町エリア

サクラマチエリア

新市街

長六橋

白川
坪井川

下通り

上通り

熊本駅エリア

コンパクトシティの中心として、周辺エリアをつなぐコンパクトシティの中心として、周辺エリアをつなぐ

車の往来が多い
車の往来が少ない
歩行者専用

歴マチとつなぐ歴マチとつなぐ

お城とつなぐお城とつなぐ

賑わいとつなぐ賑わいとつなぐ

新庁舎新庁舎

熊本ならではの庁舎の姿とは、歴史や文化を継承しつ
つ、市民交流の場とデジタル情報が融合する “今まで
にない新しい場” に人々が集まり、地域の魅力が体感
できることだと考えます。
城下町である熊本市街は、領域性をもちながらコンパ
クトで賑わいあるまちを形成しています。私たちは、
そのまちの中心に、市民が日常的に訪れる広場＝
『フォーラム』を設け、ここで展開される主体的な活動
が熊本の更なる活力を生み出していく “まち” となる
庁舎を提案します。
『フォーラム』には、防災・まちづくり・観光・産業・
市民協働といったテーマ別の “活動の場” とともに、
市民活動が自律的に継続する “仕組み” を、熊本市民
と共につくります。
また、熊本城（石垣）から桜町・花畑地区に至る一帯の『多
様性と全体性』を調和させる庁舎は、市民や観光客、
訪日外国人に熊本の魅力を伝える象徴となり、庁舎が
都市の中で熊本城と共に確固たる存在感を放つ場とな
ります。
このような庁舎づくりをまちづくりの原点と位置づけ、
熊本の未来の礎として災害に強く、地域文化を育みなが
ら新しい市民価値と活気を生み出す拠点を計画します。

【 “熊本ならではの庁舎づくり” で重視する方針 】

【 “熊本ならではの庁舎づくり” を実現するコンセプト】【 市民が行き交い、集い、情報が生まれる新しい庁舎】

 歴史や文化を継承し、地域の魅力が体感できる “まち” のような庁舎と公共空間 歴史や文化を継承し、地域の魅力が体感できる “まち” のような庁舎と公共空間

“熊本ならではの庁舎づくり” で重視する方針“熊本ならではの庁舎づくり” で重視する方針 人と情報と活動が融合する庁舎のイメージ人と情報と活動が融合する庁舎のイメージ

熊本のすべての魅力が集まる城下町フォーラム熊本のすべての魅力が集まる城下町フォーラム

災害に強い3層構成の庁舎災害に強い3層構成の庁舎

防災拠点の庁舎

まちに開かれた庁舎

時代の変化に対応した『人・情報・活動』
が融合するフレキシブルなワークスペース

堅牢な外郭

自発的な活動を生み出す『ワークスペース』

人々が集まり、議論し、発信して、新しい
文化を生み出す拠点

熊本城のアイデンティティである石垣
（外郭）が活動の場を守り支える

熊本の魅力が集まる『フォーラム』

 知的生産性を高める庁舎

熊本市民会館熊本市民会館

加藤清正公像加藤清正公像

熊本市新庁舎熊本市新庁舎

サクラマチクマモトサクラマチクマモト

シンボルプロムナードシンボルプロムナード

熊本城熊本城

3

2

1 ※リビングラボ：市民、企業、行政が協働して社会課題の解決や新しい価値の創造を行う方法

※

※

・都市の歴史と文化の継承…伝統と革新の
象徴である熊本城の思想を取り入れ、伝統
的な強さと現代的な柔軟性が融合した庁舎
をつくります。「石垣」に囲まれ開かれた
低層部は、人々が集い、市民活動や情報を
育む場とします。
・防災と再生の象徴…「石垣」の構成によ
る地震や水害等への安全性、開かれた市
民のシェルターとなるフェーズフリーな
交流の場が、地域の安心感を高めます。

市民交流と守りの “礎  　　” となる庁舎（石垣）

・活動と情報を集約…プロムナードと連続
する「城下町フォーラム」は、あらゆる
市民活動と情報が集約され、一望するこ
とができる “まち” となる場です。
・新しい文化を発信…活動を支援する仕組
みづくり（リビングラボ    の立上げ・運用）
を行い、活動の持続性を高めます。この
場で育まれる新しい文化がまちに発信さ
れ、庁舎がまちに浸透していく、“まちの
ための庁舎” を実現します。

まちを育み、活力を生み出し、“まち” をつなぐ庁舎

『人・情報・環境』が融合し、自発的な活動を生み出す庁舎

1.

2.

3.

まちの中心にある庁舎まちの中心にある庁舎

▽3.97ｍ
浸水ライン

屋上 見渡せる

上層部

低層部

中間層免震

情報アーカイブ情報アーカイブワークラウンジ

職員協働職員協働 市民協働
オフィスフロア
ゾーニング

モニター

地域資料

書庫 モニター

本

本

カフェスペース 本

組合せデスク

モニター

情報掲示板

人と情報と活動が出会うワークスペースイメージ人と情報と活動が出会うワークスペースイメージ

※ABW：業務内容に応じて働く場所を選択する働き方

城下町フォーラム 27×54ｍ

情報拠点

情報スクリーン 活動ユニット活動ユニット

城下町回廊

未来の“礎　　    ”をつくりだす  未来の“礎　　    ”をつくりだす  
いしずえいしずえ

(石垣 )(石垣 ) ― 歴史と今が共存する新しい熊本市庁舎 ―― 歴史と今が共存する新しい熊本市庁舎 ―

『ワークスペース』『ワークスペース』

『フォーラム』『フォーラム』

城下町
フォーラム
城下町
フォーラム

カフェカフェ
商業 (ショップ )商業 (ショップ )
観光・歴史観光・歴史

国際交流・産業国際交流・産業

EVEV

水盤水盤

屋上庭園屋上庭園

展望ロビー展望ロビー

防災復興ミュージアム防災復興ミュージアム
コワーキングスペースコワーキングスペース

まちづくりNPOまちづくりNPO
ラボラボ

会議会議

会議会議

打ち合わせスペース打ち合わせスペース

サンクンガーデンサンクンガーデン

ウォーカブルステーションウォーカブルステーション
コングレス
フォーラム
コングレス
フォーラム

議場議場

サクラマチクマモトサクラマチクマモト

熊本市民会館熊本市民会館

花畑公園花畑公園

シン
ボル
プロ
ムナ
ード

シン
ボル
プロ
ムナ
ード

活動ユニットE

活動ユニットB

情報アーカイブ

職員協働

執務エリア

市民協働

ワークラウンジ

活動ユニットA

活動ユニットC

活動ユニットD

コングレス
フォーラム

城下町
フォーラム

フォーラム

協働の拠り所とな
るワークラウンジ
を設けます。

多様な働く場が点在するレ
イアウトを検討します。

情報アーカイブには保存資
料を集積し、デジタルデバ
イスや閲覧席を設けます。

分散コアとし、設備搬送動力
を低減します。

大きなフロア面積を確保し柔
軟にオフィスレイアウトが可
能です。

活動ユニットのすき間はショッ
プや休憩など” 余白” の空間を
設け、路地的な楽しさを引き出
す空間とします。

城下町フォーラムの中央にモ
ニター、ワンストップカウン
ター、情報デバイスを集約し、
市民サービスを高めます。

コングレスフォーラム
は大会議室を中心と
し、周囲に打合せ
コーナーや会議室を
設置します。
情報スクリーンを
設け、会議室の利
用状況が一目でわ
かります。 幅 27ｍプロムナードの幅を確保

した「城下町フォーラム」は内
外が連続した屋根付き広場です。

展望ロビーと議会エリアは
セキュリティを区分します。
議場からは熊本城とプロム
ナードが一望できます。

地上 42m 地点
に屋上庭園を計
画し、サクラマ
チクマモトの屋
上庭園との一体
利用を見据えた
接続路を検討し
ます。

ワンストップ
カウンター
ワンストップ
カウンター 情報デバイス情報デバイス

情報スクリーン情報スクリーン

店舗、カフェ、NPO、会議室、
打合せなどの機能はリビン
グラボで検討します。

１-２階

３-７階

８-９階
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